
 

（第２号様式）   
令和７年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立中央農業高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月５日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教 育
課程 
学 習
指導 

①令和４年度導
入した教育課程
を検証し、共通
及び専門教科の
学力向上と課題
解決能力を育む
ことで専門性の
向上を図る。 
 
 
②生徒の主体的
な行動を促し、
生徒会活動や農
業クラブ活動を
充実させる。 
 

①令和４年度導入
した教育課程を検
証する。共通教科
及び専門教科の全
教科で課題解決型
学習習得の実践を
行い、生徒の課題
解決型学習能力の
向上を図る。 
 
②特別活動の魅力
を伝えるととも
に、生徒の意欲を
引出す。生徒会活
動や農業クラブ活
動でプロジェクト
学習法を習得し、
課題解決能力の向
上を目指す。 
 

①研究授業や授業観察
での振り返りを活用
し、全ての教科におい
て年間を通して最低 1
回、課題解決型学習を
伴う授業実践を行う。 
 
 
 
 
②地域貢献活動や各種
発表会の機会を積極的
に紹介し、活動への参
加に向けて具体的な道
筋を示す。プロジェク
ト学習法の定着から専
門研究部での応用研究
に発展させ、各種発表
会等への参加を目標と
する。 

①実践した課題
解決型授業につ
いて、職員によ
る相互評価並び
に生徒による授
業評価から課題
解決能力の向上
が見られたかを
確認する。 
 
②各種大会や競
技会への参加及
び地域貢献活動
において、前年
度の活動実績を
上回ることがで
きたか。 

①研究授業においては
「課題解決学習の実践」
または、「専門性の向
上」をテーマに実践され
た。全教科課題解決型学
習の実践については全て
の教科で実施された。 
 
 
 
②地域清掃活動や生徒
会・農業クラブ本部が合
同で実施しているフード
バンク活動等の地域貢献
活動や各種発表会への参
加を積極的にすすめたこ
とにより、各種発表会に
おける出場者は、昨年度
の 1.4 倍となり、意見発
表において関東大会出場
に繋がる実績を上げた。 

①職員による相互評価
を実施することができ
なかったので、次年度
は、授業観察時に教科
を問わず他の教員の授
業を参観するような機
会を設定していきた
い。 
 
 
②引き続き、地域貢献
意識の醸成を図るとと
もに、貢献活動及び各
種発表の機会への積極
的な参加を呼びかけ、
生徒のプロジェクト学
習法や課題解決能力の
向上を目指す。 
 

①授業参観時、生徒たちが主体
的に課題に取り組んでいる姿に
触れ、とても素晴らしいと感じ
た。また、「課題解決学習の実
践」が行われている点を高く評
価できる。時間の制約等もあ
り、教員同士の相互評価は難し
い面があるかと思うが、ぜひ推
進してほしい。 
 
②生徒会活動や農業クラブ活動
において、地域の活動に積極的
に参加し活動の成果を上げてい
るとともに、各種発表会への参
加実績が前年度を上回っている
点は十分に評価できる。プロジ
ェクト学習については、内容も
充実しており、発表の態度もよ
く、指導の成果が出ているよう
に思う。 

①各教科において生
徒たちが主体的に課
題に取り組むことが
できた。また、全教
科において「課題解
決学習の実践」につ
いて取り組むことが
できた。 
 
 
②生徒会や農業クラ
ブにおいて、地域の
活動への参加が増加
した。また、プロジ
ェクト発表並びに意
見発表等も前年度を
上回っており、指導
の成果が出た。今後
は各教科における課
題解決学習の充実を
目指す。 

①授業観察時に教科
を問わず他の教員の
授業を参観するよう
な機会を設定し、教
員同士の相互評価に
繋げていく。 
 
 
 
 
②各教科においてプ
ロジェクト学習法の
習得を進め課題解決
能力のさらなる向上
を目指す。 

２ 

生 徒
指
導 ・
支援 

①基本的な生活
習慣を確立・定
着させるととも
に、規範意識の
醸成を図り、ホ
ームルーム活動
や部活動を通し
て、豊かな人間
性、社会性を育
む。 
 
 
②インクルーシ
ブ教育の視点に
たった生徒一人
ひとりの個性や
状況に応じた生
徒指導と生徒支
援の両立を目指
しながら、体制
の充実を図る。 

①正門や昇降口で
の登校指導をはじ
めとして日常的な
生徒への声かけに
努め、基本的な生
活習慣の確立と自
己管理能力の定着
を図る。 
 
 
 
 
②インクルーシブ
教育の視点にたっ
た生徒一人ひとり
の個性や状況に応
じた生徒指導、支
援体制の充実を図
る。 

①身だしなみや交通安
全、時間を意識した生
活習慣を身に付けさせ
るため、家庭とも緊密
に連携し、ＨＲ活動、
授業、課外活動等のあ
らゆる場面ですべての
教職員による生徒への
支援を行う。 
 
 
 
②生徒支援体制の充実
に向け、教育相談やサ
ポートドック等を活用
し、SC・SSW と情報共
有してスクリーニング
会議、プッシュ型面談
を実施する。また、え
びな支援学校のセンタ
ー的機能を活用する
等、個々の教育相談の
機会と充実を図る。 

①多様性に配慮
しつつ、適時適
切な指導が実施
できたか。身だ
しなみや遅刻に
係る状況に改善
の傾向が見られ
たか。 
 
 
 
 
②生徒支援体制
を軸にした教育
相談における実
施状況、生徒情
報の共有が適切
に行えたか。ま
た、えびな支援
学校の巡回指導
やカウンセリン
グにおいて生徒
をどのように指
導できたか。 

①登校指導を毎週３回実
施して生徒に注意を与え
ることにより、啓発を行
うことができた。また、
生徒の実態を踏まえて服
装規定の部分的な見直し
を実行し、状況の改善を
図った。遅刻に係る状況
については改善されず課
題を残す結果となった。 
 
 
②SC・SSW を含む全職員
の協力のもと、「かなが
わ子どもサポートドッ
ク」を有効活用すること
ができた。多くの生徒か
ら話を引き出す機会が増
え、充実したものとなっ
た。えびな支援学校から
も適切な助言等を得るこ
とができた。 

①「生徒指導提要」に
基づき、社会通念の変
化や地域の実情、生徒
の実態に応じた指導の
あり方を不断に検証
し、職員の共通理解を
確立していく必要があ
る。 
今後も継続して登校指
導並びに日常的な生徒
への声かけを実施して
いく。 
②年間の計画の中に
「かながわ子どもサポ
ートドック」や面談の
時間等を位置づけ、よ
り効果的に運用できる
よう取り組む必要があ
る。 

①社会に出る際に一番大切な身
だしなみや遅刻などしない時間
を守る指導をこれからもお願い
したい。 
学校を訪問した際に、しっか

りと挨拶ができる生徒が多く、
指導の成果が出ているように思
う。 
 

 
 
 
②多様な背景を持ち、多様化す
る生徒の実態に応じた指導・支
援対応の構築にはご苦労がある
と思う。今後も SC・SSWとの連携
も深めながら一人ひとりに寄り
添う指導・支援が推進されるこ
とを望む。かながわ子どもサポ
ートドック等の活用により学校
と生徒の関係が非常に良い環境
にあるように見受けられる。生
徒の素直な意見が聞ける環境作
りをこれからもお願いしたい。 

①挨拶がしっかりと
でき、服装の乱れも
なく、掃除も行き届
いている点は、中央
農業の強みである。
遅刻をせず、時間を
守ることについて今
後課題となってい
る。 
 
 
 
②SC・SSW を含む全
職員の協力のもと、
「かながわ子どもサ
ポートドック」を有
効活用し、学校と生
徒の関係を非常に良
い環境にすることが
できた。今後は、さ
らに個々の生徒の実
態に応じた教育相談
等に利用することが
課題となる。 

①多様化する生徒の
実態に応じた指導・
支援対応の構築を目
指す。今後も継続し
て登校指導並びに、
日常的な生徒への声
掛 け を 実 施 し て い
く。 
 
 
 
 
②多様な背景を持つ
生徒がいる中で、SC
や SSW との連携を継続
しながら、支援を進
めていく。 
今後も継続し、えび
な支援学校からの指
導助言等を得ながら
個々の教育相談に活
かしていく。 

３ 

進 路
指
導 ・
支援 

①体験的学習を
重 視 し 、 勤 労
観・職業観を育
成し、進路指導
の充実を図る。 
 
 

①勤労観・職業観
を育成するため、
農業体験活動並び
にインターンシッ
プ活動の充実を図
る。 
 

①勤労観・職業観の意
識向上を目指し、協力
企業・農家へのアプロ
ーチや生徒の事前指導
を徹底する。 
 
 

①農業体験活動
やインターンシ
ップ活動等への
参加者が増加し
たか。 
 
 

①企業や実習先と連携を
図り、充実した活動がで
きた。参加者は昨年度と
比べると減少したが、参
加者全員が単位修得につ
ながった。説明会等は予
定通り５回実施した。 

①生徒の参加が増加す
るためにより一層企業
や実習先と連携を図
り、充実した活動をし
ていきたい。単位修得
にも継続して指導して
いきたい。 

①農業高校の特性を生かし、農
業体験活動やインターンシップ
活動を通して農業理解を深め、
職業観を醸成することで、成果
が上がっている点を評価する。
今後も多くの生徒が参加できる
ように充実を望む。 

①農業体験活動やイ
ンターンシップ活動
を通して農業理解を
深め、職業観を醸成
することで、参加者
全員が単位修得する
ことができた。 

①今後も生徒のニー
ズにあった企業や実
習先と連携を図り、
充実した活動をして
いく。 
 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月５日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②社会的自立に
向けた教育の充
実に取り組む。 

②生徒一人ひとり
の進路実現に向け
た進路説明会・進
路別ガイダンスを
計画的に行う。 

②面談等を通じて生徒
一人ひとりの進路希望
を把握し、実現に向け
たサポートを全職員で
実施する。 

②個別に丁寧な
進 路 指 導 を 行
い、生徒の希望
どおりの進路実
現が図れたか。
進路別説明会が
計画どおり実施
できたか。 

②LHR や放課後ガイダン
スを実施した結果、生徒
の希望に沿った進路実現
が図れた。特に１・２年
生自由参加の放課後ガイ
ダンスの参加者が昨年度
より参加率が高く、進路
実現に向けての意識づけ
ができた。 

②就職希望者ほぼ全員
が内定、大学進学者は
昨年度と同様であっ
た。大学進学率はここ
数年良好である。この
状況を継続していくた
めにより一層きめ細や
かな指導が必要であ
る。 

②生徒一人ひとりの進路に対し
てきめ細やかに対応し、希望に
沿った進学・就職の実績を上げ
ている点も高く評価されるべき
ものである。 
特に、1・2 年生のガイダンス参
加率が向上している点について
は、どのような取り組みが影響
しているのか興味深く思う。 

②生徒一人ひとりの
進路に対してきめ細
やかに対応し、希望
に沿った進学・就職
の実績を上げること
ができた。 

②1・2 年生のガイダ
ンス参加率の向上に
ついて、どのような
取り組みが影響して
いるのか分析し、こ
の状況を継続してい
くためのきめ細やか
な指導に繋げる。 

４ 

地 域
等 と
の 協
働 

①学校の教育力
（農業）を活か
し、地域との協
働・連携を一層
強化することに
よって魅力ある
農業の発信拠点
となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②えびな支援学
校との連携・交
流をとおして、
インクルーシブ
教育の推進を図
り、いのちや人
権を尊重する精
神を育む。 

①産業界との連携
を進め、農業教育
を活かした本校の
活動を地域に発信
し、地域との協働
活動を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②えびな支援学校
との連携・交流を
様々な場面で行
い、インクルーシ
ブ教育への理解を
深める。 
 

①デュアルシステムや
インターンシップ、農
業体験、農業クラブ校
外活動を積極的に進め
実践させることによ
り、地域や社会の発展
を支える意識と態度を
身に付けさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校農業クラブを中
心にえびな支援学校と
農福連携授業を展開
し、動植物との触れ合
いを通してインクルー
シブ教育を深める活動
を展開する。 

①地域からの要
望 を 踏 ま え つ
つ、地域との連
携・協働活動の
文化が途切れた
ところを修復で
きたか。前年度
実績を上回るこ
とができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
②えびな支援学
校との連携・交
流を通して、参
加した生徒の意
識が変容したか
振り返りアンケ
ート等を実施す
る。 
 

①地域の行事等への参加
並びに公開講座、デュア
ルシステム、農業体験学
習や学校農業クラブ活動
において、様々な場で活
動発表をすることによ
り、昨年度よりも一層充
実した学びができた。ま
た、近隣の保育園・幼稚
園・小中学校への学校見
学の積極的な受け入れな
どを 30 回以上行った。ま
た、ﾊﾞｲﾃｸやﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞ教
室を復活させたことによ
り、地域に広く本校を広
報することができた。 
②科目「生物活用」や
「課題研究」において農
福連携授業を展開しイン
クルーシブ教育の推進を
行うことができ、受講生
徒アンケートでは「支援
が必要な生徒との関わり
と障碍者理解について意
識が変わった」という回
答が多くみられた。 

①今後も農業クラブや
部活動を中心に、地域
からの要望に答えつ
つ、充実した農業の教
育力を活かした教育活
動を進める。その際地
域との協働や連携を図
り、以前実施していた
地域連携活動について
修復していくよう努め
る。 
 
 
 
 
 
②科目「生物活用」や
「課題研究」を通し
て、次年度以降も継続
して連携授業ができる
ように連絡調整を密に
していく必要がある。 
 

①小中学校や地域との交流体験
並びに農業体験等を通じて社会
性の醸成や将来への目的意識を
持つ機会を得られた点を評価す
る。また、年間 30 回以上の学校
見学や中学生の職場体験の受け
入れは、非常に意義のある取組
みと考える。 
地域を意識した取組みが実施

されており、今後とも継続した
取組みを望む。 
 

 
 
 
 
②えびな支援学校との連携はお
互いに得るものの多い誇るべき
取組みの一つだと感じている。
今後も障碍者の理解をして頂く
生徒を増やしてもらいたい。 
ロッカー型自動販売機の導入

効果についても教えてほしい。 

①小中学校や地域と
の交流体験並びに農
業体験等、様々な場
で活動発表をするこ
とにより、社会性の
醸成や将来への目的
意識を持つ機会を得
られた。また、年間
30 回以上の学校見学
の受け入れを行うこ
とができた。今後も
継続が必要である。 
 
 
 
 
②えびな支援学校と
の連携の中で他者を
尊重する力や人権意
識を育むことができ
た。 
一部の科目だけでな
くさらに連携授業が
できるように農福連
携進めていく必要が
ある。 

①今後も地域等との
協働を進めるととも
に、小中学校からの
職場体験の受け入れ
や海老名市立中学校
の中農体験を実施し
ていき、地域と協働
した魅力ある農業の
発信拠点としての中
央農業を目指す。 
 
 
 
 
 
 
②農福連携をさらに
推し進め、農業各科
目において障がい者
理解について意識で
きるような取り組み
を行い、インクルー
シブ教育の推進を行
う。 

５ 

学 校
管理 
学 校
運営 

①事故・不祥事
防止の徹底を図
り、生徒にとっ
て安全・安心そ
して信頼される
学校づくりを推
進する。 
 
 
 
 
②学校施設環境
を整備するとと
もに有効活用を
行い、魅力ある
学校づくりを進
める。 

①風通しの良い職
場づくりを意識
し、同僚性を高
め、当事者意識を
持つことにより、
事故・不祥事防止
の徹底を図る。 
 
 
 
 
②学校施設環境の
整備を推し進め、
最新の施設と設備
のもと魅力ある教
育内容の充実を図
り主体的に学ぶ意
識を高める。 

①人権を意識する校長
メッセージの発信及び
校内研修を定期的に実
施するとともに、生徒
に対して、学年・教科
等と連携し、必ず複数
の職員対応する体制を
整える。生徒の主体性
を引き出す指導を行
い、強制的な指導にな
らないように努める。 
②課題となっている生
徒更衣室の整備等生徒
にとって快適な学習施
設環境を整備する。実
験・実習において農作
業器具等の取扱基準を
順守し、事故をゼロに
するよう取り組む。 

①生徒の支援体
制における情報
共有が確実にな
されたか。職員
の業務分担が明
確にされ、かつ
グループ業務が
計画どおり実施
できたか。 
 
 
②安全・安心な
学習環境の整備
が行えたか。ま
た、施設設備が
有効に活用され
たか。 
実験や実習での
事故防止ができ
たか。 

①外部講師による人権教
育校内研修を実施すると
ともに職員の規範意識の
向上に努めることによ
り、生徒の主体性を引き
出す指導を実施できた。
学年・教科並びに各グル
ープ間において情報共
有・協力し、業務を遂行
することができた。 
 
②安全・安心な学習環境
の整備に向け、生徒更衣
室の整備を行い、生徒の
学習環境を改善した。実
験・実習において事故防
止に努めていたが、大き
な事故はないがケガ等は
数件あった。 

①外部講師による人権
教育校内研修について
は大変有効であったた
め今後も継続して実施
していきたい。各業務
において複数対応する
体制は整いつつある
が、情報共有と迅速な
動きに対して課題を残
した。 
 
②引き続き、快適で事
故のない学習施設環境
を整備する観点から、
老朽化施設の修繕・改
築が課題となる。特に
大雨時の昇降口付近や
園芸科学科管理棟等の
整備が今後の課題とな
る。今後も事故防止に
努めていく。 

①外部講師による人権教育が有
効であったとの校内評価がある
ので、内容についても教えてほ
しい。また、SNS による匿名の誹
謗中傷が原因で命が奪われる事
例もあり、人権意識の向上と理
解を深める取り組みは極めて重
要です。今後も継続的な啓発活
動に取り組んでいただきたい。 
 
 
②老朽化した施設・設備は単独
校としてどうにもならないとこ
ろだとは思うが、生徒たちの学
習活動に支障のないようにして
ほしい。 
 

①外部講師による人
権教育校内研修を実
施し、職員の規範意
識が向上できた。今
後は、職員の同僚性
を高める点について
課題となった。 
 
 
 
②安全・安心な学習
環境の整備に向け、
生徒更衣室の整備を
行い、生徒の学習環
境を改善した。今
後、老朽化施設の修
繕・改築が課題とな
る。 

①職員の人権意識の
向上と理解を深める
研 修 を 行 う と と も
に、互いの情報を共
有・協力を促すこと
により、同僚性を高
めるよう努める。 
 
 
 
 
②衛生委員会とも協
力し、老朽化施設の
修繕・改築の優先順
位 を 決 め 、 順 次 修
繕・改築を進めてい
く。 

 


